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活動のサマリー

大学院入試Web出願ユニット

課題認識
DXによる
改善の期待

活動の成果 反響

志願者

• 手書きの負担

• 郵送のタイムラグ

職員

• データ化の手間

教員

• データ受領の遅延

• タイトな審査スケ
ジュール

利便性向上

処理の効率化

職員のスキルup

レピュテーション
向上

大学院入試業務
デジタル化事例集  まだ導入していない

部局には非常によい
ヒントになる。

 「なんとなく怖い」「今
まで通りやりたい」と
いう意識が変わるき
っかけになりそう。

 大学院入試業務以
外でも活用できるも
のがたくさんある。

 ITに長けていない者

・業務経験の浅い者
でも現況や問題点、
転用の可能性等をイ
メージ化しやすかっ
た。


